取扱説明書 


痛 Victor 

スピ—の—システム 

iSX-L77 

Speaker System 
SX-L77 



お買い上げいたださ、ありびとうございます。 

么ご使用の前に 

この r 取扱説明書」 をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 

特に巨)ページの r を全上のごを意」はおずお読みいただを、まを 
にお使いください。 

お読みになったあとは、保証書と一緒に大切に保管し、必要な 
ときにお読みください。 
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!_ まを上のご注意 一はじめにお読みください一 

1給表示について 


この取扱説明書と製品には、いろいろな絵表示が記載されてし^まず。 

これらは、製品を安全に正し < お使いいただき、人への危害や財産への損害を未然に防止ずるための 
表示でず。絵表示の意巧をよ < 理解してから本文をお読み < ださい。 


么警告 么注意 


•この表示のを意文を無視して、誤った取扱い 
をすると、「死亡または重傷を負う可能性が想 
定される」内容を示していまず。 

♦給表示の説明 


♦この表示のを意文を無視して、誤った取扱い 
をずると、「傷害を負ったリ物的損害が想をさ 
れる」内容を示していまず。 


を意を5なびず記号 


A A 

一般のを意 感電 


行為を禁止ずる記号 


行為を指示する記号 


Q®® 〇 C 

禁止分解禁止水めれ禁止一般の指示電源プラグを巧く 


f A 警告 I 

■スピーカーは定格入力を超えるアンプに接続しない 

ノ、 •スピーカーの定格入力や定格インピーダ 

/|\ ンスに不適合のアンプで使用すると、乂 

/ 1 \災、感電の原因となります。ご使用の際は 
^—^取扱説明書をよくお読みください。不明 
な点びありました 5 、販売店やサービス 
窓口にご相談ください。 

V 

■ネジをはずしたり、分解、改造したりしない 

•内部の点検や修理などは、販売店にご依 
頼ください。 

■本機の包装に使用しているポ U 袋は、ルさなお子様の手の 
届くところに置かない 

〇 j 


A 注意 


■移動ずるときは、吕人上で持つ 

- SX-L77 は、重い （38 kg) ので開おや 
A A 持ち運びは必ず2人 LU 上で行ってくださ 
WW い。けびの願となることびちります。 

■はじめか5音量を上げすざない 

卜 •アンプの電源を入れる前に、音量（ボ 

/|\ U ューム）を最ルにしてください。突然大 

/ I \ きな音び出て、スピーカーを破損したり聴 

^-^ 力障害などの原因となることびあります。 

■不安定な場所に置かない 

ィ心、 -ぐ日ついた台の上や傾いた所など不安定 

^ A な場所に置かないでください。落ちた 

V V/ り、倒れたりして、けびの原因となるこ 

とびあります。 

■長時間、音が歪んだ状態で使用しない 

-長時間、音び歪んだ状態で使わないでく 
rv A ださい。スピーカーび発熱し、火災の原 

y 因となることびあります。 

■スピーカーに柔ったりもたれかか日ない 

•スピーカーに棄ったりちたれかかったり 
、 しないでください。特におモ様にはごを 

V V 意ください。倒れたり、こわれたりして、 
けびの原因となることびあります。 

■音楽鑑賞むがには使用しない 

- 1」スニングルームの音響特性の測定など、 

\ 音楽鑑質 L ソ外の用途には使わないでくだ 

V V さい。スピーカーを破損したり、火災の原 

因となることびあります。 


■接続ずるときはアンプの電源を切る ■本機の上に重い物を置かない 


. スピーカーをアンプに接続する隙まアンプの電 
源を的切ってください。氧原び入った状態で 
コードをショートさせると、アンプび故障した 
り、火災、感電の原因となることびあります。 


0 ■テレビなどの重い物や本機か日はみ出る 
よラな大きな物を置くと、バランスびく 
ずれて倒れたり落ちたりして、けびの原 
因となることびあります。 



色 





































■ 付属品の確認 _ 

ご使用になる前に本機の付属品をご確認ください。不足し • この製品には付属品の他に、取扱説明書（本書)、保証書 
ているをのがありました5、お買い上げの販売店にご連絡 とじ(下の品び添付されています。 

<ださい。 

■サランボード .] 個 


!_お手入れについて 


• スピーカーの表面をベンジン、シンナーなどで拭いたりし 
ないでください。変質したり、塗料びはびれることびあり 

か9 〇 


. 本機のスピーカーキヤビネットは光沢塗装仕上げび施され 
ています。指紋や巧れび目立つ場合は巧を使って軽く拭 
し、てください。強くこすったりした場合、傷び付くことび 
ありますのでごを意ください。 


■ ご使用の前に 

■設置上のま意 

• キャビネットの変形-変色を防止するた 
め、直射日光や湿気の多い所、冷暖房器の 
近くなどを避けて設置してください。 


• スピーカーの振動で八ウ U ングを起こす 
ことびあります。でさるだけレコードプ 
レーヤーから離して < ださい。 

•本機を移動させるとさは、引さず日ずに 
2人 iU 上で持ち上げてください。 



•本機はカラーテレビに巧して色む日を起こさないよラに防 
磁処理をしたスピーカーですび、設置方法によっては色む 
5び生じる場合ちありますので、設置の際は次の点にミ主意 
してください。 

1. 本機と一緒にテレビを使用ずる場合は、必ずテレビの主電源 
スイツチを切った状態で設置してください。 

なお、テレビの主電源スイツチは、切ってから少なくとを30 
分後に入れるよラにしてください。 

2. テレビの種類によっては、色むらを生じることびあります。 
色むらを生じるときは、十分離して設置してください。 


■準備 _ 

■ガタつさびあるとさの調整について 

設置したとき、本機にガタつきびある場合は、その部分 
を少し持ち上げて4個所の調整用フットで調整してくだ 
さい。 


スピーカーのガタつさを調整ずるとさのま意 


• 本機を足の上に落とさないようにしてください。けびをずる恐れ 
びあ0ます。 

• 本機を床に落とさないようにしてください。巧に傷びつくことび 
あります。 


• ガタつさの調整は2人!;(上で、倒れないよ5にして調整してくだ 
さい。 

• スピーカー ユニッ ト部には触れないでください。 

• 本機を床に置くときは、フットに手をはさまないようにミ主意して 
<ださい。 






調整用フット 


回 


























圓巧長 


7. ウ ー! V-(l8cm ダイナミック/ V ランスド，メタル* 
オブ U コーン） 

当社製品 SX - L 9 のファンダメンタル • ドライバーをべースに 
し U ファインしたユニットを搭載。デュアル-ア j レニコ内磁型 
の新開発磁気回路を用いて高密度、ほ歪の音楽再生を実現し 
ました。また、オブ U コーンあ状による自然な音色で強大な音 
響エネルギーを再現します。 

2 . 高な度ラウンド巧がキャビネット 

側板に巧面をちたせた柔日かなフォルムと、まるでチェ□を 
思わせる美ししを合し VD 仕上げは、フ□ントバッフルに木目 
び美しいホワイトシカモアの突板を、その他の面にはメイプ 
ルの突板を使用し、光ミ尺塗装で仕上げてしほす。お材はノ（ーチ 
クルボード、 MDF をダブルラミネートして強度、音色を最適に 
調整さら I こは音質を考慮して外部か日は見えない内側にも 
メイプルの突板を使用した4層構造とし、美しさと音質を追及 
した高強度キヤビネツトになっています。 


3. 2.5cm をプレーテイング • 力ーボングラフアイ 
卜 • オブ y ドーム • ツイーター 

高域特性、指向性に優れたオブ U あ状の2.已 cm カーボング 
ラファイト振動板を]已.已 kG の高磁束密度アルニコ内磁型 
磁気回路で駆動。高音楽器の鋭いアタックやソプラノの急激 
なクレッシェンドなどの高しち楽エネルギーを楽々再現しま 
す。 SX-L9 にち搭載したツイーターです。 

4•スタガー ドバスレフ 

当社製品 SX-LT 已已で開発したスタガード-バスレフ方式 
は、ス U ムなキャビネットでありなび日、明瞭な音階と躍動 
感を実現したビクターな日ではのテクノ□ジーです。ウー 
ノ\一部とボトムウーノ\一部は、それぞれ独立したキャビネッ 
卜になっており、ポートのチューニングをスタガーさせ相互 
干渉を防止した二組のバスレフ構造になっています。これに 
より、お域はツインウー八ードライブとなり、2已 cm 口径 
のウーノ 一に相当する働さとなっています。ボトムウー八一 
には低±或再生用に新開発したユニットを搭載しています。 


I よい音で聞<ためには 


■スピーカーシステム設置の配慮 ■ステレオを聞くときのエチケット 


• スピーカーシステムの再生音は I 」スニングルームの条件に 
よって微妙に影響を受けやすいちのです。設置時には、側 
面の壁か日已 0 cm 程度離すことを、おすすめします。 
これは本機をご使用になる I 」スニン巧レームの諸条件により 
変化しますので、上記を目まとし、音場びおびり、音像び 
はっさりと定位する位置に設置することをおすすめします。 

■音場の改善 

• 反射または共振を起こしやすい洋間では、厚手の力ーテン 
やジュータンなどをお使いください。 

また、スピーカーの正面（向かい側）び固い 
壁やガラス戸などの場合には、反射や定在波 
の発生を防ぐ目的で厚手のカーテンなどで吸 
音処理することをおすすめします。 



• ステレオで音楽をお楽しみになるときは、 
隣近所に迷惑びかか日ないよラな音量で 
お聞さください。特に、夜はルさな音でち 
周囲によく通るちのです。窓をしめたり、 
へッドホンをご使用になるなどお互いに 
むを配り、快い生活環境を守りましょう。 
このマークは音のェチケットのシンボル 
マークです。 



■ サランボードの取り付け取りかし _ 

♦サランボードの取り付け ♦サランボードの取り外し 

ヴランボードを取り付ける場合は、サランボードの凹部と ヴランボードを取り外す場合は、サランボードの下側を両 

本体の己部を合わせて確実に巧し込んでください。 手で持ち上げるよラにして取り外します。 

なお、その際は強 < DP かないで < ださい。 




应 






















































I アンプとの接続 _ 

■接続のまえに (次のことにま意して接続してくださし、） 

• 本機の最大入力 （ JIS ) は] 80 W です。 

• 本機の定格インピーダンスは己0です。負荷インピーダンス己0び接続できるアンプをご使巧ください。 

• アンプ側の電源を必ず切ってください。電源び入った状態でスピーカーコードをショートさせますと、アンプを故障させ 
る原因となります。 

• 本機にはアンプと接続するスピーカーコードを添付しておりません。ご購入の際は、巧の点にを意してお選びください。 

1 ) スピーカーコードはでさるだけ短く、お線の太いちのをご使用ください。 

2) アンプとの距離の関係で左ちの長さび異なる場合には、スピーカーコードを長い方に合わせて揃えてください。 

3) 特殊なスピーカーコード0」ッツ線、同軸線）や、方向指定のあるコードは固有のキャラクターび微妙に音質に影響 
する場合びあります。十分ご検討の上お選びください。 

■アンプのボ U ユーム 

• 一般的にミュージック-ソースを入力したとさ、アンプのボ U ュームび半分じ(上になると、アンプの出力歪み（音び割れ 
る）び増加して、スピーカーを破損させる原因となります。ボリュームは、半分じ(下でご使用ください。 

■接続のしかた 



•バイワイヤリングの接続 

本機ではバイワイヤ I 」ングの接続びでさます。通常の接続の場合と比較してち、音場におびりと奥行感びでて 
性能びさらに向上します。 



回 














































































































己 K lOK 20K 己 OK] 0 OK 


種 


類 


使用 スピーカー 
低 域 用 

中低域用 
高 域 用 

定格入力 （ JIS ) 
最大入力 （J I S ) 
定格インピーダンス 
ク□スオー/ (一周波数 
再生周波数帯域 
出力音圧レベル 
最大がお寸法 
(サランボード、ス 
ピーカーを 含む。括驶 1 
内は フットを 含む） 
質量 


3ウェイ3 スピーカー 
バスレフ型防磁お ( JEITA ) 

18 cm コーンスピーカー 
18 cm コーンスピーカー 
2.5 cm ドームスピーカー 
4已 W 
180 W 
6 n 

] 70 Hz 、 3,000 Hz 
28 Hz 〜70,000 Hz 
89 dB/W • m 
横幅 2 已 3 mm 
高さ ]0 己目（1077) mm 
奥行 34 已 （387) mm 

38 kg (—本、本体） 


JEITA は、電子情報技術産業協会の規格による数値です。 


(を）本機の仕様および外観は、改善のために予告なく変更 
することびあります。 




周波数特性 


笠 


ん 




A 


インピーダンス 


龍 


職置 


品が''吨皮 


)1 


.4 





1入カソースについて 


■ CD / DVD などのデジタル系ソースを再をす 
る場合 

レコードにはスクラッチノイズび、カセットテープには 
テープヒスノイズびありますび、デジタル系ソースではノ 
イズびほとんどなく無音か日急に音楽信号び入つてきます。 
また、ダイナミックレンジび広く急激に音び立ち上びりま 
すので、スピーカーに過大入力び加わ日ないよラアンプの 
ボリュームにを意してご使用ください。 


■特殊な入力信号の場合 

巧のよラな特殊信号び本機に加え日れると、過大電流によ 
る焼損断線事故の原因となることびありますので、十分を 
意してご使用 < ださい。 

① FM チューナー選巧時の大きなノイズ。 

② テープデッキの早送りによる大出力の高い周波数を含 
んだ信号。 

③ アンプやチューナーなどの " ON "、" OFF " 時のショッ 
ク音。 

④ 接続端テの巧き差し時のショック音。 

⑥カート U ッジ交換時のショック音。 

⑥ 発振器や電モ楽器などによる連続的な高い周波数成分 
の音。 

⑦ マイク使用時に起こりやすい八ウ U ングの音または発 
お音。 

⑧ 引さ回されたスピーカーコードによるアンプの高域発 
お出力。 


仕様 


V ンピ—ダンス n ^ ^ ^ ^ 


Z 

数 
化波 

周 

〇 

巳 

0 

2 

〇 

甜 


図 

性 

特 


〇 〇 〇 C 
目 7 巨 円 

音圧.歪レベル 




应 






































































幌 s . c . 
川 s . c . 
見 s . s . 
路 s . s . 
広 s . s . 
館 s . s . 


(045)651-0403 
(044) 97己-187白 
(0463)36-2160 
(042) 776-20 已2 
(046) 234-4 己日0 


横お市中区翁町 1-3-1 

J II 崎市宮前区南平台 3-2 (第2石原ビル) 

平攝市南原吕 -4 -已 

才目模原市古淵 3-7-4 

ミ毎を名市東柏ケ谷 6-19-2 日 


札幌市厚別区厚別ま五条1 -2-29 
旭り I 市巧居二条 3-2-1 已 
北見市山下町 4-7- 19 
訓路市松浦町3ま3号 
帯広市東6条南 12-1] 

函館巿五稷郭の 4-1 日函館五棱郭 MF ビル1 F 


(011)898-1 180 
(0166) 6 1-36 已9 
(01 已 7) 2已 -8 已已7 
(01 已 4) 24-0797 
(01 已己） 24-4493 
(0138) 己2-己324 


化 ミ 毎道 


陋阜 

兰重 


岐阜 S . S . 
H 重 S . S . 
ま S . S . 


(058)274-1947 
(0 已白 3) 已 2-0841 
(0 己 9) 2吕 9-7780 


岐阜市宇佐南 3-1-28 
四日市市堀木 2- 15-吕 
津市大字藤ち 485-1 S 


名古屋 S . C . 
愛知兰 ミ可 S . C . 

皇橋 S . S . 


(0568)25-3235 
(0 己 64) 2己-0321 
(0532) 巨 4-081 己 


西春曰并郡西春巧九之坪鴨田 121-1 
岡崎市莫町 2-23 宝ビル101号室 
豊橋市る米ま0了]- 1-1 


静岡 


静 岡 S . C . 
ミ 召ま S . S . 
巧松 S . S . 


(054)282-4141 
(0 已己） 922-1 己已7 
(053)421-3441 


静岡市中田本の 62-31 中田ビル1階 
沼津市筒井町日-已 
お松市化島巧78己 


東 海 


長野 


長 野 S . C . 
が本 S . S . 


(026)221-6583 
(0263) 2己-91巨5 


長野市川合新田 962-1 
お本市圧内 2-4-21 


新 漏 S . C . 
新漏 長岡 S . S . 


(025)242-3431 
(0258) 吕 4-8391 


新漏市巧石 1-2- 19 
長岡市下下条 2- 13日已 -1 


山梨 甲巧 S . S . (055)237-4016 甲府市湯田 2-11 -已 


【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓 □ 


東日本]-ルセンタ- I (03) 5803-2 日88浦安市当代島 2- 1 3-27 


【出張修理専門1のご相談窓口 


大 き S . C . (048)654-5241 さいたま市:!ヒ区ま大成巧2-日己 8-1 
負長谷 S . S . (048)5 己3-己105行田市城西 2-7-39 ツイン八イツ石山巳 


培玉 【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓 □ 


則本]-ルセンタ- 1(03)5803-28881 浦安市当代島 2- 1 3-27 


CS センター I (03) 已 63 1-223 己 I 墨田区八広五 T 目1]-1 
【出張修理専門】のごホ目談窓口 


【業務用機器専門】のご相談窓口 


まを 


本 

郷 S . C . 

(03) 5684-82 己4 

文を区本郷 3-14-7 ビクター本郷ビル 1 F 

練 

馬 S . C . 

(03) 3993-7 已 20 

練馬区豊玉南 1-1 目-1 

大 

田 S . C . 

(03) 3727-938 已 

大田区化千ま 2-20- 白 

八王子 S . C . 

(0426) 46-6914 

八王子市大和田巧2-日-巨 


【お預かり修巧、補修巧部品】のご相談窓 □ 


東日本コールセンター「(03) 5803-吕888 |浦ま市当代島 2-] 3-27 


【出張修理専門】のごホ目談窓 □ 


干葉 


【お預かり修理、補修巧部品】のご相談窓口 


す 


ms . c . 

柏 S . C . 
浦を S . S . 


(043) 202-02 巨3 
(04) 717己 -4322 
(047) 3己 3-6 189 


千葉巿中央区中央 3-9-1 6云井生命千葉中央ビル1 F 
柏市豊四季5 12-10- 日7 
浦安市当代島 2-13-27 


東日本]-ルセンタ- I (03)5803-2888 浦安市当代島 2- 1 3-27 


【出お修理き門】のご相談窓 □ 


茨城水 戸 S . C . (029)246-1560 水戸市元吉田町1030 

日本ビクター（株）水戸工場技術棟 1 F 


柄木宇都き S . C . (02 日) 638-1639宇都き市東宿郷 3-5-22 


群馬 


前 橋 S . C . 


(027) 2己己-己9吕1 


前橋市大渡巧1 -10-1 

日本ビクター（株）前橋工場第二棟 1 F 


関東•甲信越 


福島 


郡 山 S . C . 
し、わさ S . S . 


(024) 9己 2-6331 
(0246)27-7991 


郡山市堤1 -3 

いわさ市内郷御台境巧鶴巻 6-1 


山お 


山 お S . C . 
酒田 S . S . 


(023) 642-0279 
(0234) 吕 6-7 14己 


山形市松山 3-12-1 S 
酒田市亀ケ崎日-日-1 


きお仙 台 S . C . (022)287-0151 仙台市若林区六 T の目西町 7-1 3 


が田 


が 田 S . C . 
大館 S . S . 
横手 S . S . 


(018)824.3189 
(0186) 43-0980 
(0182) 32-8873 


が田市山王中園の 4-1 
大館市美園町己-已 
横手市ホ坂字大道向3-已 


岩手 


盛 岡 S . C . 
水 ミ 尺 S . S . 


(019)637-0121 
(0197) 吕2•吕773 


盛岡市津志田9地割 24-1 
か巧市天文台通 03- 12 


青 森 S . C . 
青 巧 八戸 S . S . 

弓ム前 S . S . 


(017)723-2261 
(0178) 44-452 1 

(01 フ吕 ）28-01 巨己 


青森市桂木 4-6- 17 
八戸市諷訪2-吕 -3 巨 
弘前市高田 1-13-1 


東 化 


化ミ巧道 


輩®# 窓□さ T E L 所在地 


ビクターサービス,畜□案内 (ビクターサービスエンジニアリング株式会社) 


ご転居等で保証書記載のお買い上げ販売店にアフターヴービスをご依頼になれない場含は、最寄りのに相談窓口」にご相談ください。 


所在地、電話ま号び変更になる場合びございますので、あらかじめご了承ください。 

♦略号について S . C . はサービスセンターの略称でず。 

S . S . はサービスステー シヨ ンの略称です。 
tc . はテクニカルセンターの略称です。 
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邸県道ち巧 

窓口る 

T E L 

所在地 

化 陸 

富山 

富山 S . S . 

(076) 425-2397 

富山市 二 口の四 T 目 1-3 

石川 

金 ミ尺 S . C . 

(076)269-4821 

金ミ只市新保本四 T 目 6 日- 17 

福井 

福井 S . S . 

(0776)53-6916 

福井市西開発 3-21] 

ぶ 畿 

滋賀 

滋賀 S . S . 1 (077) 日 82-58 12 1 守 山市浮気巧2已8 

京都 

【出張修理専門】のご相談窓 □ 

西日本〕-ルセンタ- 1(06)6304-5731 |大阪市激1 1 区卸 1 12-4-28 

【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口 

京 都 S . C . 

(075) 644-0247 

京都市伏見区深草下り 1 原町 3 1 - 1 

京都 
化部 

福巧山 S . S . 

(0773)22-8664 

福知山市厚東町 14 已 -2 

奈良 

【出張修理専門】のご相談窓口 

西日本]-ルセンタ- 1(06)6304-5731 |大阪市淀り|区卸 1 12-4-28 

【お預かり修理、補修用部品]のご相談窓口 

奈良 S . S . 1(0742)35-0935 |奈良市大宮 BT 6-3- 10 藤本ビル 1 F 

大阪 

【出張修理専門】のご相談窓 □ 

西日本〕-ルセンタ- 1(06)6304-5731 |大阪市滿1 1 区卸 1 12-4-28 

【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口 

大 阪 S . C . 

巧 S . C . 

(06) 6304-己731 
(072)254-2881 

大阪市淀り 1 区卸 112-4-28 
瞬市百舌鳥梅町 3 T 目 2 1-2 伊助八イツ 

【業務用機器専門】のご相談窓口 

メンテナンスセンタ- 

(06)6304-6715 

大阪市淀り 1 区卸 112-4-28 

巧歌山 

和歌山 S . S . 
田辺 S.S 

(073) 472-6799 
(0739)22-9976 

和歌山市太田 430 -8 
田辺市裹]己 8]-12 

兵庫 
中東部 

【出張修理専門】のご相談窓口 

西日本〕-ルセンタ- 

(06) 6304-5731 | 大阪市滿 1 1 区田 J 112-4-28 

【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口 

神 戸 S . C . 

(078)252-0562 

神戸市中央区磯上通 3-2-1 已 

兵産 
西部 

姐 路 S . S . 

(07白2) 34-3833 

あ路市中地南町] 1-1 

中 国 

岡山 

岡 山 S . C . 

(086) 243-1566 

岡山市西古松西 BT 8-23 

広 島 

広 島 S . C . 

福山 S . S . 

(082) 243-9839 
(084) 931-6984 

広島市中区光南 3- 目- 17 
福山市南蔵王町 3 -己 -1 己 

山 □ 

山 □ S . C . 
徳山 S . S . 

(083) 973-3708 
(0834)27-1331 

吉敷郡ル郡巧花園町 5-28 
周南市野上の 2-3 己 

島根 

山陰 ビクター 販売(持） 

ホ公 江 S . C . 

(0852)31-8900 

お江市学園 1-1 日- 3 日 

鳥 取 

山陰 ビクター 販売(恃） 

鳥取 S . S . 

(08 已 7)23-2151 

鳥取市千代水 1 T 目 22-1 

四 国 

香川 

高 が S . C . 

(087) 866-1200 

高お市田村の20己-] 

徳島 

徳島 S . S . 

(088)622-7387 

徳島市巧お 2-37 

高 知 

高 知 S . S . 

(088) 882-0546 

高知市高須新町 4-1-43 

愛媛 

松 山 S . C . 

宇和島 S . S . 

(08 白) 923-0372 
(0895)20-1018 

松山市中央 1-4- 12 
宇和島市坂下津甲 407-40 

九州•沖縄 

お岡 
化賀 

福 岡 S . C . 

么留米 S . S . 
化九州 S . C . 

(092) 431-1261 
(0942) 39-349 已 
(093) 921-3981 

福岡市博を区博多駅前 4-1 日- 1 
义留米市西の字巧浦 1-1 192 
化九州市か倉北区片野 2-15-12 

長崎 

長 崎 S . C . 

佐世巧 S . S . 

(09 已）862-已己22 
(09 已 6) 33-已己68 

長崎市城山の日- 13 
佐世保市木風町 14 已 7 -吕 

大分 

大 分 S . C . 

(097) 已 43- 1422 

大分市西大道 3-1-1 

熊 本 

熊 本 S . C . 

(096) 3已 3-4 己36 

熊本市近見の 8-1-10 

宮崎 

宮崎 S . S . 
延岡 S . S . 

(098 己）24-已401 
(0982)35-7077 

宮崎市霧島の 3- 日日 
延岡市您領巧 24-3 

鹿屏島 

鹿巧島 S . C . 

(099)282-8818 

鹿巧島市田上 tT 目 9-8 

ミ中縄 

沖 縄 S . C . 

(098) 朋 8-3631 

宜野湾市真志喜 1-13-1 6 


ヒクター製品のアフターサーヒスはお買し U : げの販売店へこ‘相談くださし、 


札旧 化訓帯函 


C C C C d 
S S S S T 
浜暗塚原お 
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I 保証とア フターサー ビス (化ずお読み < ださい。) 


保証書（別添) 


保証書は、お買い上げの販売店よりお受け取りくださ 
い。 r お買い上げ日-販売店を」等の記入をお確かめの 
うえ、記載内容をよくお読みの禮.大切に保管してく 
ださい。 

I -保証期間 …~I 

お買い上げの曰か51年間 


補修用性能部品の最低保有期間 


本機の補修用性能部品の最低保有期闇は、製造巧切り 
禮8年です。 

補修用性能部品とは、その製品の磯能を維持するため 
に必要な部品でず。 


修理に関するご相談やご不明な点は 


修理に関するご相談やご不明な点は、 お買い上げの 販売店にご相談ください。 

ご転居等、保証書記載のお買い上げ販売店にご依頼になれない場合には、1 71 ページの r ビクターサービス 窓□案内」 をご覧 
のうえ最寄りの「ご相談窓日」にご相談ください。 ^ 


修理を依頼されるときは 出張修理 


お買い上げの販売店に 修理をご依頼ください。 



修理に際しましては保証書をご提示ください。 

保証書の規定に従って販売店が修理させていただきまず。 


ご連絡していただきたい內容 


品 名） 

スピーカー システム 

型 を 

SX - L 77 

お買い上げ日 

年月日 

故障の状況 

できるだけ具体的に 

ご住所 

付近の目印等ち併せておがらせください 

おを前 


電話番号 


誌問ごを望日 



便利メモ臟化ず脱か） 


保証期間が過ざているときは 


修理すれば使用できる製品じついては、お客様のご要望に 
より有料で修理させていただきます。 


修理料金の仕組み 


技術斜 

故障した製品を正常に修復するための料金でず。 
技術者の人件費、測定機器等設備費、故障診断、 
修理および部品交換、調整、点検にかかる費用です。 

十 

部品代 

修理に使巧した部品代金です。ぞの化修理にイ寸 
帯する部材等を含む場台もあります。 

十 

化お料 

製品のある場所へ技術者を派遣ずるための費用です。 
別途、駐車料金をいただく場含がありまず。 


^ ごホ目談や修理は ^ 

ビクター製品についてのごホ目談や修理のご依欄ホ、 

お買い上げの販売店にご相談ください。 

転居されたり、贈答品などでお困りの場合は、下記の相談窓□にご相談ください。 

修理などのアフターサービスに関するご相談 

ビクターサービスエンジニア U ング株式会社 

お買い物相談や製品についての全般的なご相談 

お客様ご相談センター 

I 7] ページの「ビクターサービス 
窓□案内 J を ご覧ください。 

V 

睡 0120 - 2828-17 

携帯電話- PHS - FAX などからのご利用は 

巧 （03)5684-9311 

FAX (03) 5684-9317 

干 113-0033 東京都で京区本郷 3-14-7 ビクター本測ビル 

J 


ビクターインター ネッ トホームぺージアドレス http ;// www . victor . co . jp / 


日本ビクター株式会社 

AV & マルチメディアカンパニー 

干 221-8528 神奈川県横お巿神奈リ I 区ず屋町 3-12 


◎ 2004 Victor Company of Japan , Limited 
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